
高精度水稲湛水直播機によるコシヒカリの土中条播栽培法

1．試験のねらい

　水稲湛水直播栽培には様々な播種法があるが、最も簡便な湛水散播では、播種深度不足による転

び倒伏が問題となる。しかし、作溝条播方式は株元が覆土されるため、散播よりも耐倒伏性に優れ

ている。条播には、播種後強制的に覆土する土中播種と、播種直後は無覆土だが、その後自然に溝

が崩れ株元が覆土される無覆土播種があり、確実に株元が覆土される土中播種のほうが、より転び

倒伏が少ないと考られる。そこで、水田用栽培管理ビークルの作業機として開発された土中条播機

　をによる、水稲品種コシヒカリの湛水直播栽培法を確立し、直播導入に資する。

2．試験方法

　試験は平成8・9年の2力年間に農業試験場本場水田（厚層多腐植質多湿黒ボクニヒ〉において実

施した。播種には、K式水田用栽培管理ビークル、ビークル用直播作業機（10条播種、作業幅3

m）を供試して、播種精度、苗立ち精度を、K式直播アタッチメント（DS－6）と比較し、収量およ

　び収量構成要素を、作溝無覆土条播栽培（K式直播アタッチメントDS－6）、湛水散播栽培、機械移

植栽培と比較した。

3．試験結果および考察

　（1）高精度水稲湛水直播機は、水田用栽培管理ビークルの作業機で、側条施肥に対応できる土中播

　種機である。本機は、リアルタイム土壌表面硬度センサにより覆土板角度を制御して覆土量を調

　整する機構、土壌表面追従性を向上させたフロート、2段階に作溝深さを調節できる作溝機を備

　　えている（写真一1、写真一2）。

　（2）本機は、播種作業（10条）を2．07h／h　aで行うことができる（表一1）。

　（3）本機は、「作溝無覆土播種機（D　S－6）と比較すると、種籾を一定の深さに播種することが可

　　能で、出芽も均一である（表一2〉。

　（4）本機は、土中に播種するため、作溝無覆土播種機よりも転び苗、浮き苗が少なく、苗の姿勢が

　　安定している（表一3）。

　（5〉土中条播の収量は、作溝無覆土条播や散播とほぼ同程度で、移植比85～90％である。最終

　　的な倒伏程度は他の播種法と同程度だが、散播よりも倒伏の発生時期が遅く、転び倒伏は少ない

　　（表一4、表一5）。そのため、倒伏しやすいコシヒカリの栽培に適した播種法である。

4．成果の要約

　　高精度水稲湛水直播機は水田用栽培管理ビークルの作業機として開発された。本機は、覆土板を

　土壌硬度センサーで制御して覆土量を調整し、一定の深さに播種することができる。それにより苗

　立ちが安定し、散播より転び倒伏が少なく、倒伏しやすいコシヒカリの栽培に適している。
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　　　写真一1　直播作業機（10条）

表一1　播種作業能率・

　　　　　　　　　　　　　　　　愈

写真一2　土壌表面硬度センサ

有効作業幅作業速度作業時問
　　m　　　　　m／s　　　血／ha　　注）数値は平成9年度生研機構

　2．94　　　0．76　　2．07　　　事業報告より抜粋

表一2　出芽調査

牙’S．D．牙率牙子牙深S．D．牙深5～
本／m‘本／m乙　％　露出率％　mm　　皿m　10mm率％

平成9　　土中条播　133　20　　62
　　　　　作溝条播　154　73　　70

1．0　　11．　4．9
　　　　5．　　6．0

89

66

平成10年土中条播　146　22　　74
　　　　　作溝条播　126　26　　60

25．1

26．8

7．0　4．8

6．5　6．9

63

40

注）土中条播は高精度湛水直播機、作溝条播は作溝無覆土播種機（DS－6）

表一3　　立ち調査
播種粒数苗立数苗立率転苗率浮苗率
粒／㎡　　本／㎡　　％　　　％　　　％

平成9年土中条播　　215
　　　　作溝条播　　219
平成10年土中条播　　198
　　　　　作溝条播　209

118　　　54　　　0．0　　0．3　注）土中条播は高精度湛水直播機

154　　　70　　37。9　　3．1　　　作溝条播は作溝無覆土播種機（Ds－6〉

175　　　89　　　　　　　　　　　　浮き苗はすぐ抜けるもの

126　　60　　　　　　　　　　　転び苗は30度以下に傾いているものを対象とした

表一4　播種法別の収量および収量構成要素
苗立数穂数　　総籾数　登熟歩合千癒重玄米重移植比r倒伏桿長穂長
　mz　　m2×100紡m2　％　　　　　　　k　lOa　％　　　　　　cm　　cm

平成9年土中条播　133　354　　289　　　81　　22．3　518　　85　3．2　93　18．7
　　　　作溝条播　139　360　　296　　　81　　22．0　527　　86　2．2　96　19．0
　　　　　．．散播、．．」鎚、一、3墾．＿幻ヱ、＿雛＿21、亀．．．包2β．．．．鎚＿亀。△．．蹴」婁、a，

　　　　　　　　　　一　　360　　317　　　89　　21．6　612　　－　　1．5　93　17．8
平成10年土中条播　175　315　　229　　　92　　22．6　474　　90　2．9　92　17．9
　　　　　作溝条播　126　291　　229　　　92　　22．7　475　　90　3．0　92　18．7
　　　　　－－散播一＿」22＿距乳幽＿盤乳．一．一一籔一＿22」a一＿生6β一一＿鎚＿a．ヱー一組」◎』α．

　　　　　　　　直　一　　329　　296　　　85　　20．9　527　　－　3．3　93　18．6
注）品種：コシヒカリ　播種量：乾籾4．5～5．Okg／10a

　基肥窒素量二2k酬10a　（機械移植は3kg／10a）　　追肥窒素量：4kg／10a（LP40由来を50％含有）

　播種時期：5月第2～5半旬　移植時期：5月第3半旬
　土中条播は高精度湛水直播機、作溝条播は作溝無覆土播種機（DS－6）、散播は乗用管理機使用

表一5　倒伏程度の推移（平成10年）
8／15　8／19　8／26　9／2　9／10　9／17　9／23　9／25　10／2

散播条播　　　　　　　　　　　散播条播
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執　　　執

土中条播　一
作溝条播　一
　　　　　〇

0
0
0

　　　　　　　1．5　2．3　2．3　2．9
　　　　　　　1．5　2．5　2．5　3．0
1．O　I．3　2．5　2．7　2．7　　一

注）品種：コシヒカリ　播種量＝乾籾4．5～5．4kg／10a

　基肥窒素量：2kg／10a　（機械移植は3kg／10a）　追肥窒素量：4kg／10a（LP40由来を5G％含有）

　播種時期：5月第3半旬
　土中条播は高精度湛水直播機、作溝条播は作溝無覆土播種機（DS二6）、散播は乗用管理機使用
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